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安部孝県議の政調（活）費情報公開訴訟提起
坂　野　智　憲仙台市民オンブズマン

弁　護　士

　仙台市民オンブズマンは、平成２９年３月
１６日、宮城県に対し、安部孝県議の政活費
文書のうち個人の領収書を不開示とした決定
を取り消すよう訴訟を提起しました。本件不
開示となった領収書には、安部県議が政務調
査費（政務活動費）から支出した事務所の家
賃の支出先、政務調査（政務活動）業務従事
費・委託費の支出相手の個人名、住所、私印
の印影、口座情報が含まれています。
　仙台市民オンブズマンは安部県議のこれら
の支出が違法であると考えています。これら
の支出が適正になされていたかどうかを検証
する最も簡明な方法は、支出の相手方に直接
その内容を確認することです。しかし支出相
手の個人名、住所が不開示とされれば調査の
しようがありません。そこで不開示決定を取
り消すよう異議申立をしたのですが、棄却さ
れました。そのため本件提訴に到りました。
仙台市民オンブズマンにとっても情報公開訴
訟は久しぶりのことです。私の記憶では県警
捜査報償費についての第３次訴訟以来１０年
ぶりです。
　支出相手の個人名、住所、私印の印影、口
座情報は、宮城県議会の保有する情報の公開
に関する条例第８条第２号の「個人に関する
情報であって、特定の個人が識別され、若し
くは識別され得るもの又は特定の個人を識別
することはできないが、公開することにより、
なお個人の権利利益が害されるおそれがある
もの。」に該当し原則非公開です。但し同号
イで「法令の規定により又は慣行として公開
され、又は公開することが予定されている情
報」は公開されます。本件訴訟ではこの但書
に該当するかどうかが争点となります。
　個人識別情報が非開示とされるのは個人の
プライバシー保護が理由です。しかしプライ
バシー保護の要請と公開の必要性を衡量して

後者が前者を上回る場合には、「慣行として
公開され、又は公開することが予定されてい
る情報」に該当すると解釈されるべきです。
実際県の情報公開条例では、この但書につい
て「一般に公表されている、又は公表するこ
とが予定されている情報であり、これを公開
しても、一般に個人のプライバシーを侵害す
るものではないと認識される情報又は個人の
プライバシーを侵害するおそれがあるとして
も、受忍すべき範囲内にとどまると考えられ
るものが該当する。例えば、被表彰者の氏名、
県主催で行われる懇談会等に出席した相手方
の職、氏名などがこれに当たる」とされてい
ます。
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　政務調査（政務活動）費は言うまでもなく
税金で賄われる補助金であり、その適正な使
用が強く求められますが、実際には驚くばか
りの違法・不当な使用がまかり通っています。
この不正支出を抑止するためには、政務調査

（政務活動）費を受領した者の個人識別情報
は、たとえ個人のプライバシーを侵害するお
それがあるとしても、受忍すべき範囲内にと
どまると考えて但書を適用して公開するべき
です。

石　上　雄　介仙台市民オンブズマン
弁　護　士

１　はじめに
　宮城県議会会派の自由民主党・県民会議は、
平成２５年３月から平成２８年２月までの間
にノートパソコン及び附属機器計１８台、デ
スクトップパソコン及び附属機器等計３６
台、ipad 計１６台を総額１７９２万１５０６
円で購入し、この購入費用全額について政務
活動費を充てていました。オンブズマンでは
昨年１０月１３日に住民監査請求を提起した
ところ、自由民主党・県民会議は１２月５日
に購入費の半分の約８４０万円を県に返還し
ました。
　しかし、政務活動費の支出の要件を定めた

「政務活動費の手引」では、「政務活動費は、
原則的には政務活動に要する費用に充当する
ものであり、政務活動を行うための環境整備
にまで充当することは適当でない。このこと
から、備品や消耗品の購入に政務活動費を充
当する場合には、政務活動に対する有用性が
高く、政務活動に直接必要であると認められ
るものに限定すべき」と定められています。
自由民主党・県民会議が所属議員のためにパ
ソコン等をまとめ買いすることは、そもそも
全く不要なことではないのか、もしくは「環
境整備」に過ぎず「政務活動費の手引」に照
らして政務活動費を支出することは許されな
いのではないかなど様々な疑問が残りました
ので、本年１月１０日に住民訴訟を提起しま
した。

２　訴訟の状況
　当方からの主張に対し、自由民主党・県民
会議から、パソコンのまとめ買いは政務活動
のために必要であったという趣旨の反論が出
されましたので、オンブズマンでは、自由民
主党・県民会議に対し、パソコン一台ごとに
どういう使われ方をしているのか説明を求め
たところです。実際にどのような使われ方を
しているのかが最も重要な考慮要素になると
思います。自由民主党・県民会議に対し「論
より証拠」を求める姿勢でにじり寄っていき
たいと思います。
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十　河　　　弘仙台市民オンブズマン
弁　護　士

　この事件について、最高裁は２０１７年２
月２３日付けで仙台市側の上告受理申立を受
理しないと決定しました。仙台市長が各会派
に対して合計約１８０９万円の返還を請求す
るよう命じた控訴審判決（仙台高裁２０１６
年６月２２日言渡し）が確定しました（控訴
審判決の詳細は、本会報４５号５頁の記事を
ご覧下さい）。
　この訴訟では、仙台市議会各会派の会派控
室に関する経費（事務費・人件費等）につい
て、上限を２分の１として按分すべきかどう
かが争われましたが、按分すべきことが確定
したと言えます。
　既に、仙台市長は各会派に対して合計約
１８０９万円を返還するよう請求し、回収済

みのようです。市民の納めた貴重な税金が、
約８年を経てやっと返還されました。それに
しても、裁判によって返還を命じられた場合
にだけ、利息も付けずに返還すれば足りると
いうのはいかがなものでしょうか。
　仙台市議会は、ようやく２０１６年１２月
に「政務活動費のあり方に関する検討会議」
を設置してネット公開のあり方等について議
論を始めました。今回の最高裁判決と控訴審
判決の按分の考え方を踏まえることはもちろ
ん、「お手盛り」と指摘されないような制度
改革が求められます。
　なお、仙台市民オンブズマンは、２０１６
年１１月１１日に市議会の政務活動費につい
て、収支報告書や領収書をインターネットで
公開すべきことを陳情しています。

渡　部　雄　介仙台市民オンブズマン事務局次長
弁　護　士

　平成２９年１月３１日、仙台市議会平成
２３年９月から平成２４年３月分の政務調査
費返還請求訴訟事件について第一審判決があ
りました。仙台地方裁判所は、オンブズマン
が返還を求めていた約１７８０万円の支出の
うち、６会派と６名の議員に対して合計約
６２０万円を請求するよう命じました。
　判決では、政務調査費の支出に透明性が要
求されることを踏まえ、議員がその使途を説
明しなければならないと説示しており、一定
の評価ができる内容となっています。一方で、
調査旅費について、定額方式での支出を是認
する等、不十分な点も散見されます。
　その後、２会派（市民フォーラム仙台、復
興仙台）及び３議員（佐藤正昭議員、野田譲
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石　上　雄　介仙台市民オンブズマン
弁　護　士

１　訴訟の状況
　仙台市議会議員の平成２３年４月から８月
までの政務調査費の支出について、平成２６
年２月１４日付で提訴した住民訴訟は、さる
４月１３日に議員の証人尋問が行われ、現在
証人尋問調書に基づいて最終準備書面を作成
中です。このままのペースで訴訟が進行して
いきますと、今年の秋には判決が出されるも
のと思われます。

２　今回の訴訟で明らかになったこと
　今回の訴訟では、市議会棟の各会派控室、
各議員の個人事務所に関する経費について政
務調査費を１００％支出するのは不当であっ

て半分に按分すべきであるといった従来の訴
訟と同様の論点以外にも、市議会議員選挙期
間中の政務調査費は返還すべきであるという
従来の訴訟とは異なる論点も含まれていま
す。４月１３日の証人尋問では、各議員は選
挙期間中には自らの選挙活動で手一杯であっ
て、政務調査を行っていたとはいえないので
はないかという実態が浮き彫りになりました。
　政務調査費の使い方については、議員個人
の政治活動と政務調査活動をしっかり区別す
る潔癖さとモラルを各議員にもってもらわな
ければなりません。選挙期間中に支出された
政務調査費の問題は、議員の潔癖さとモラル
を問う象徴的な問題点ですので、最終準備書
面でしっかりとオンブズマンの主張を取りま
とめたいと思います。

宇　部　雄　介仙台市民オンブズマン
弁　護　士

　政務調査費をめぐる様々な不正について、
各地で問題となっています。仙台でも、判決
が続いています。適正な支出のための市民に
よるチェックが、ますます期待されるところ
です。
　仙台市民オンブズマンは、平成２４年度に
仙台市議会の各会派等に対して支出された政
務調査費のうち、合計５８３８万６２５１円
について、違法な支出であるとして市に対し
て返還を求めています。
　これまでの訴訟と同様、本訴訟においても、

経費はきちんと按分すべきであり、全額を政
務調査費から支出することは許されないとの
立場から、平成２０年度仙台市議会政務調査
費の地裁判決で示された基準に基づいて判断
されるべきとの主張をしています。また、本
訴訟提訴後になされた各判決を踏まえた主張
を展開しているところです。
　この間、補助参加人が概ね参加し、会派に
よる個別の支出について、議論が進んでいま
す。次回期日は、２０１７（平成２９）年８
月２日１３：３０からです。
　ご支援よろしくお願いいたします。

議員、菊地崇良議員）が、第一審の判決を不
服として、仙台高等裁判所に控訴しました。
そのため、オンブズマン側も、第一審の裁判
で敗訴した部分について仙台高等裁判所で争
うことにし、附帯控訴をしました。

　次回期日は９月２１日（木）午前１１時の
予定です。オンブズマンとしては、第一審を
上回る内容の判決を控訴審で獲得できるよ
う、引き続き頑張っていきたいと思います。
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宮　腰　英　洋仙台市民オンブズマン
弁　護　士

　宮城県議会所属の議員４名による平成２６
年ニュージーランド海外視察に係る視察費用
相当額合計３６０万円の返還を求める住民訴
訟について、仙台地方裁判所で平成２９年２
月１日に判決がなされ、各議員に支出された
公金のうち７万３４８７円（合計２９万３９
４８円）が違法であるとし、議員らはこれを
宮城県に返還すべきと判断されました。
　判決は全視察行程のうち４０％にあたる４
日目（養蜂場、キウイ農園、酪農場等）及び
５日目（ワイン農園等）を違法と判断しまし
た。宮城県議会及び派遣議員らの判断の一部
が明確に否定されたわけですから、判決の重
みはとても大きいものと思われます。
　もっとも、判決は残り６０％の視察は適法
とし、返還すべきとされた金額についても費
用相当額の４０％を大きく下回るものであっ
たため、オンブズマンは２月１３日に仙台高
等裁判所に控訴を申し立てました（宮城県及
び派遣議員らも控訴を申し立てています。）。
　６月６日に控訴審第１回期日が開かれ、私
たちは改めて全行程が観光目的で違法である
ことを裁判所に訴えました。次回裁判期日は
８月３日１１時からです。是非、傍聴にお越

畠 山 裕 太仙台市民オンブズマン事務局長
弁　護　士

　ベトナム海外視察訴訟は、議会が議員派遣
を決めた海外視察に政務活動費を使って「同
行視察」した菊地恵一議員の政務活動費の返
還を要求している訴訟です。
　平成２９年４月１２日、仙台地方裁判所で
判決言い渡しがあり、請求が棄却されました。

　判決は、「議会派遣の海外視察」と「議員
個人の政務活動費による海外視察」は別個の
制度であると一刀両断し、両者の関連性を全
く認めず、あくまで政務活動として適法か否
かだけ判断しました。
　議会派遣の視察も政務活動費による海外視
察も、実態は全く同じです。単なる財布の使
い分けでしかないことを全く顧慮しない地裁

し下さい。
　本裁判についてはブログでも報告しており
ますので、そちらもご参照下さい。
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原　田　　　憲仙台市民オンブズマン代表
弁　護　士

　今年のオンブズマン全国大会は、９月２日
（土）３（日）に和歌山県民文化会館で開催
されます。
　主要テーマや分科会の詳細はまだ決定され
ていないようですが、例年と同様に政務活動
費、口利き記録制度、落札率、電力購入問題

なども取り上げられます。また、公正取引委
員会が課徴金納付命令を出した消防デジタル
無線談合問題も論議されるようです。
　遠方での開催ではございますが、ご関心の
ある方は是非ご参加下さい。
　オンブズマンのメンバーからも是非とも参
加し、会報やホームページでご報告させてい
ただきたいと考えております。

の判断はあまりにも形式的で納得できるもの
ではありません。また、地裁判決の論法で
は、視察内容さえ不合理でなければ何人でも
政務活動費で同行できることになってしまい
ます。
　高裁で別の判断がされることを期待して控
訴しました。

畠　山　裕　太仙台市民オンブズマン事務局長
弁　護　士

　平成２９年６月１０日、北海道・東北オン
ブズマンネットワーク主催のシンポジウム

「政務活動費　不正支出の根絶へ～切り札は
何か？」が開催されました。
　これまでの政務活動費の不正支出への対応
策として、全国各地の自治体において次々と

「インターネット公開」が決まっています。
このこと自体は大きな進歩ですが、これだけ
で充分なのか、現在情報が公開されない個人
名の実名公開が必要ではないか、という観点

から議論を行いました。
　まず、不詳畠山から基調報告を行いました。
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　今回は、落語家ネタで、上方落語と江戸落語から、それぞれ落語家に
登場してもらいました。

2016.12.21 ～ 2017.6.15

2016
12.	 21	 オンブズマン12月例会、忘年会
2017
1.	 10	 自民党県民会議パソコン購入問題提訴
	 11	 政務調査（活動）費打ち合せ
	 17	 安部元議長 事務所費弁論準備
	 23	 県議会海外視察（ベトナム）公判	
	 25	 政務調査費（市）打ち合せ
	 26	 政務調査費情報公開訴訟打ち合せ
	 〃	 オンブズマン１月例会
	 31	 政務調査費（市H23.9 ～ 24.3）判決
2.	 1	 海外視察（ニュージーランド）判決
	 7	 タイアップ例会
	 8	 政務調査費（市H24）公判
	 13	 北上市Ｔさん宅訪問
	 21	 政務調査費（安部）打ち合せ
	 22	 政務調査費（県・パソコン）公判
	 23	 安部元議長政活費問題検察審査会申し立て

	 24	 オンブズマン２月例会
	 28	 政活費（県）開示
3.	 16	 政務調査費情報公開訴訟提訴 
	 27	 オンブズマン３月例会
4.	 4	 タイアップ例会
	 5	 北・東ネット打ち合せ
	 10	 中山前議長運転代行問題等検討会
	 12	 海外視察（ベトナム）判決 
	 13	 政務調査費（H27.4 ～ 8）証人尋問
	 26	 オンブズマン４月例会
5.	 15	 タイアップ役員会　
	 16	 海外視察（ベトナム）関係文書開示
	 17	 北・東ネット例会打ち合せ
	 23	 オンブズマン５月例会
	 26	 北・東ネット例会打ち合せ
	 29	 会報「オンブズマン」No46編集会議
6.	 5	 政務調査費（市H24）公判
	 〃	 県議会パソコン大量購入問題公判
	 〃	 北・東ネット打ち合せ
	 6	 海外視察（ニュージーランド）公判
	 〃	 政務調査費（市H23.9 ～ 24.3）公判
	 〃	 タイアップ例会
	 8	 会報「オンブズマン」No46編集会議
　　10～ 11　北・東ネット仙台例会
	 13	 政活費情報公開訴訟公判
	 15	 会報「オンブズマン」No46発行

これまでのネット公開の状況を確認するとと
もに、その問題点を検証しました。次に、宮
城県議会次長兼総務課長の伊藤吉隆氏から宮
城県議会における改革に関する議論の状況に
ついて報告をしていただきました。
　坂野弁護士から、仙台市民オンブズマンが
提訴した安部元議長に関する情報公開請求訴
訟について、その意義、特徴について報告が
ありました。弘前オンブズパーソンの葛西聡
弁護士より弘前の訴訟での文書提出命令によ

る実名開示の経過、今後の見通しなどについ
てご報告いただきました。
　パネルディスカッションでは、当オンブズ
マン代表の原田のコーディネートのもと、政
務活動費改革のあり方、実名公開の意義、問
題点などについて充実した議論が行われまし
た。実名開示がされればより不正支出根絶に
近づくことが確認されました。
　情報公開訴訟が未来を切り開くことを期待
します。
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　仙台市民オンブズマンは、1993年６月に発足
しました。設立準備期間を加えれば、すでに四
半世紀経ち、タイアップもオンブズマンの背中を
追っかけて発足し、当初の会員は129人という記
録がある。その後200人越を維持してきたもの
の、現在は200人を切っている。
　若い方から現役を引退した方まで、タイアップ
に加わってもらえるような魅力的な企画に取り組
みたいし、役員も幅を拡げたい。７月14日の総
会に参加して是非ご意見をいただきたく、改めて
出席をお願いするところです。
　さて、我が国のトップによる行政への介入と私
物化、そして暴走が止まらない。もう、立派なファ
シストだ。
　都合の悪い文書は真っ黒に塗りつぶすか破棄、
もしくはあるものは無いものに、白いものは黒に
する。国会では朗々と余計なことを喋りつづけ、
ついには「いい加減なことばっかし言ってんじゃ
ねーよ」と、ヤクザの言いがかり？のヤジまで。
異論や批判を封じ、逆らえば恫喝し、陥れる。
もはや手が付けられないのか。隣国のミサイル
親分と同じである。

⑴　加入資格：仙台市民オンブズマンの活動の趣旨に賛
同し､ 支援する意志のある個人｡ 

⑵　会　　費：年10,000円・賛助会員年3,000円
　　　　　　　但し､ 協賛金については､ 自由に受け付

け､ 緊急時の支援費用に充当する｡ 
⑶　活動内容：年２回の会報の発行｡ 臨時の会報は必要

に応じて随時発行する｡ 
市民の為の公開講座などを開催する｡ 
その他の事業の企画､ 実施｡ 
⑷　総　　会：年１回とし､ オンブズマンの総会に準じ

て開催する｡ 

⑸　役　　員：会　長　　１名､ 　副 会 長　　若干名
会　計　　１名､ 　会計監事　　２名
⑹　役 員 会：必要に応じて開催する｡ 
⑺　事 務 局：事務局の所在地は当面､青葉区中央4-3-
　　　　　　　28 朝市ビル4階とする｡ 
⑻　会計について：年会費からの支援金および協賛金か

らの特別拠出金については、役員会にお
いて決定の上、支出する。 以上の拠出金、
特別拠出金の会計処理内容については、
総会の際にオンブズマン事務局より報告
を受けるものとする｡ 

仙台市民オンブズマン　タイアップグループ会則

山　田　忠　行

タイアップ会長あいさつ

仙台市民オンブズマン・タイアップグループ会長

七十七銀行本店 (普通)　　　　  ６５３００１０
郵 便 局 振 込        ０２２９０－６－８０５０
　　仙台市民オンブズマン･タイアップグループ

会

　費

納
入
先

■今期の会費が未納の方、お手数でも払い込み下
さい。（振込用紙同封しました）。会員拡大は
タイアップ活動のエネルギーの源です。会員・
賛助会員それぞれ紹介チラシもありますのでご
請求下さい。

会員のご紹介と会費納入のお願い

　タイアップグループは、偶数月の第１火曜日に例会をおこ
なっています。
　その時々の「オンブズマン」活動の解説を聞いたり、懇親
を深めたりとあっという間に時間が過ぎてしまいます。朝市ビ
ル４階の事務局で18:30からです。ぜひお誘いあわせてご
参加ください。

【タイアップグループ例会のご案内】

仙台市民オンブズマンと
　　　タイアップグループの

▶懇親会　18:30～（会費5,000円）
※今年の総会も平日の開催です。ご注意下さい。
※どちらの総会も参加できますので、ぜひご都合を
つけて参加してください。
※懇親会は、会費制です。同封のハガキで出欠を
お知らせください。

※懇親会用のお飲み物などの差し入れをお待ちして
います。

総会と懇親会のご案内総会と懇親会のご案内総会と懇親会のご案内

ホテル白萩

オンブズマン総会 16:00～
タイアップグループ総会 17:45～

７月14日（金）日時

会場

7月に総会があるため、
次回例会は10月３日（火）です。

タイアップグループの
会員を増やしましょう

　オンブズマンの活動が注目されているこの
時期を逃す手はないと、タイアップ会員を増
やす取り組みをおこなっています。
　7月14日の総会までに、ご友人、ご家族、
依頼者や取引先など、お知り合いに声を掛け、
まず１人お誘いいただけないでしょうか。宜し
くお願いします。

　戦後、日本の民主主義がこれほど危機に瀕し
たことはなかったろう。仙台市民オンブズマンの
25年を前に、冷や汗が、否、血の気が引いてくる。


